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＜指導者の言葉＞ 

この作品は、特別活動の単元「校内弁論大会予選に向けて」において、「原稿作成を通

して自分を見つめ直すとともに、自他の良さに気付くことができる。」ことを目標に作成し

ました。  

本生徒は、中学部弁論大会を通過しながらも校内弁論大会を通過することができなか

った、自身の原稿を見直し、作品コンクールに応募するために、夏休み中さらに推敲を重

ねました。当初は、視覚障害がある中での歩行の大変さと学校の対応にかなりの行を割

いており、自分の「勇気」がはっきり見えてこなかったため、まず一番伝えたいことは何か

を再確認しました。その上で、国語科の随想の学習や「根拠の適切さを考えて書こう」「表

現を工夫して書こう」などの単元で学習したことを思い出し、主に次の３点を再考するよう

に促しました。 

① 伝えたいことと具体的事例・できごととの関係を見直し、記述内容を整理する。 

② 事例・できごとの意味付けを行うことで結論につなげ、自分の変容も明らかにする。 

③ 実際のやりとりや心の声などを入れ、読者に伝わる表現を工夫する。 

生徒は、アドバイスをもとに、どの部分を割愛し、どの部分に比重を置いて書けばよい

か、どうすれば自分の気持ちが伝わるかを考えて、文章を整理したり加筆したりしていきま

した。その過程を経て、自分の心の動きも素直に表現することができ、社会に出ていく怖さ

に打ち勝とうとしている姿も伝わってくるようになりました。 

この作文は、視覚障害による困難に立ち向かう自分の姿を描くことを通して、皆が背中

を押したくなる、皆にも前向きな気持ちをくれる作文になったと言えます。 


